
平成 30 年春期 金沢南部地区推進連絡会

１ 日時

平成 30 年３月 22 日（木） 18：00～19：00 

２ 場所

  金沢町内会館

３ 参加者  56 名 
  （地域側）自治会等地域団体関係 38 名 
  （支援チーム、その他行政側）

区役所 ３名

支援チーム 15 名 

４ 意見交換要旨

（１）開会の挨拶

～省略～

（２）出席者紹介

～省略～

（３）前回議事録概要確認

～省略～

（４）金沢南部地区 地区別計画の振り返り、来期に向けた工夫、改善点等に関す

る意見交換

（司会）昨年は事務局で振り返りを記入したが、今年は中心になって活動してい

る方に記入していただいた。

【子育て支援事業】

・３年前よりママの健康チェック開始。最初は機械を使い、何をするのかという

ママがいた。日にちを重ねるに従って健康意識が高まり、自分の体に関心を持て

るようになった。「結果が悪いと運動しなきゃと思う」という声が出た。情報提

供することで、健診を受けようと思うママが増えた。何気ない会話から日ごろの

ストレスを発散してもらい、つながりを持てたと思う。区保健師がママの相談を

受けたり情報発信している。

・泥亀地域ケアプラザ紹介のリンパ体操の先生に講師になってやってもらった。



継続的にそういったことができないか相談を受けており、地域でさがしている。 
 
（司会）連携することで、子育てしやすいまちづくりにつながっている。 
 
・シーエンジェルの施設見学会同行は、楽しい体験だった。防災のまちづくりは

どうしても高齢者中心になっているが、これからは若い人が参加してもらうこと

で、住みやすいまちづくりになるとおもう。 
 
・シーエンジェル通信を作った。通信は、地域と養育者とのつながりをもつため

に作っている。通信の中で、地域の活動を知ってもらう。普段は実行委員中心だ

が、今回は地域と養育者がまとまって通信を作った。 
 
・子育て支援事業で、健康チェックをしていても、「健康づくり」までいかない

地域が多い。もともとある関係の中で、お母さんが他のお母さんへのコミュニケ

ーションの中から輪が広がればいいと思う。 
 
【青少年健全育成事業】 
・野島で 50 人ぐらいの 1 泊で行った。参加者からは「去年と違って」「去年より

は」という感想があったことからリピーターがある程度いたり、６年生だと「こ

れで最後です」といった内容もあった。中学生はお花見バザーのフランクフルト

販売の役割などあるが、個人的には、中学生が地域の活動にもっと関われないか

と思っている。 
 
・社明地区大会では、今年は児童専任がこどもの気持ちをわかるためにこんなこ

とをやっていますということを話してくれた。来年度は中学校もやってくれたら

いい。 
 
・社明ミニ集会では、今までは保護司について話していたが、今年は一歩踏み込

んで、「薬物」にした。低年齢化していて、小学生までやっている。一回でも乱

用になるという説明だった。 
 
【異世代の交流】 
・ふれあい交流大会は昨年度に続いて参加させていただいたが、内容が変わって

いてびっくりした。バラエティ豊かで幅広く楽しませていて、異世代交流となっ

ていた。 
 



【高齢者ふれあいサロン】 
・毎月、愛児園の子どもがきてふれあいを楽しんでいる。経過としては、毎年３

月３日のひなまつり園が高齢者を招待してくれていたが、認知症ぎみの方が子ど

もが参加したら目を輝かせていたことから、これはと思い、続けてきた。とても

いい交流となっている。 
 
【町ぐるみ健康づくり支援事業】 
・運動会では対抗リレーのメンバー集めが課題。地域柄、当日漁に出てしまう方

もおり、運動会には出て来られない高齢者もいる。運動会を続けるべきか、やめ

るべきか、今後町内会長で話し合うことになっている。 
 
・グラウンドゴルフには保護者にも何人か参加してもらった。様々な町、様々な

年齢層の交流が出来た。予算の都合でホールインワン賞が無かったのが残念だっ

た。 
 
・様々なイベントを行っているが、毎回参加する人の顔が同じことが課題。 
 
【健康づくりの基本である食育の推進】 
・ヘルスメイトの平均年齢が７０歳を超えた。半年間勉強すればヘルスメイトに

なれる。 
 高齢者の栄養状態あまり良くない。偏った食生活をしている方多い。 
 
【文化、歴史、福祉保健講座の開催】 
・地元にあるものは地元で活用していきたいと考えている。 
 
【福祉お花見バザー等の開催】 
・昔は出ていた各家庭からのバザー用品が出にくくなってきている。毎回、タオ

ルや石鹸には行列が出来ている。模擬店を楽しみに来てくれるのはいいこと。他

所の町内の人が来てくれるのはありがたい。 
 
【広報・啓発事業の推進】 
「福祉のこだま」を発行している。振り返りに書いてあるとおりだが、目に留ま

るよう読みやすく工夫をしている。 
 
【安心・安全街づくりの推進】 
・まちづくり協議会には寺前西町、寺前東町、金沢町が参加。子ども会から「あ



 

そこの石垣危ないよね」など情報をもらっている。歴史を勉強しながら審議をし

ている。 
 
・見守り隊について、あいさつの返事が増えてくればいいなと思いながら活動し

ている。 
 保護者の立場からは子どもたちの異変に気付いてくれるのでありがたい。地域

の方が見守ってくれているという安心感がある。あいさつが苦手な子どももいる

が、文庫小の見守り隊はそこをよくわかってくれている。 
 
【災害時対策】 
・最近色々な防災用品が出てきている。その都度紹介していければと思っている。

実際にどんなことが起こりうるかを想定しつつ備品を揃えていければと考えて

いる。 
 
 
５ 平成 30 年度区づくり推進費等説明（区） 
  ～省略～ 
 
６ 閉会の挨拶 
  ～省略～ 
 

以上 


